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62歳 男性 

26歳 女性 

検査、診断 

↓ 

予後の判定、治療計画の立案 

↓ 

歯周基本治療 

︙ 

一口腔単位の治療 



Post Graduate Course  
H28年度ポスグラ日程表 

 

日程 内容   担当者（敬称略） 

4月7日 オリエンテーション 講義 鈴木 

4月14日 新入生歓迎会 講義   
4月21日 勉強会 講義 二階堂・片山 

1月19日 勉強会 講義 二階堂・片山 

1月26日 FGG・CTG 講義 青木 

1月28日 APF・FGG・CTG（ブタ） 実習 鈴木・青木 

2月2日 症例提示 講義 一年目 

2月16日 ポスグラ打ち上げ     

6月23日 外科の基本 (オペガム) 講義・実習 石井 

6月25日 フラップ (ブタップ説明) 講義・実習 衣松 

9月15日 勉強会 講義 二階堂・片山 

10月20日 勉強会 講義 二階堂・片山 

10月27日 再生療法 (EMD, GTR) 講義 鈴木 



<口腔内写真撮影実習> <ブタ顎骨を用いた歯周外科実習> 

<指導医とのケースディスカッション> 



<二階堂臨床教授・片山臨床講師による勉強会や臨床指導> 

<著名な臨床家による特別講演> 



<結合組織移植術> 

<自家骨移植> 

<EMDを使用した再生療法> 

<異種骨とコラーゲン膜による再生療法> 



62歳 男性 

26歳 女性 

 原因は？ 

 再生は可能？ 

細菌因子 

宿主因子 環境因子 

咬
合 

歯周炎のリスクファクター 

破
壊 

ティッシュエンジニアリング 

幹細胞 

シグナル
分子 

足場 

１本でも多くの歯を、よい状態で残したい！ 



こんな研究をしています 

<新たな歯周組織再生療法の開発> 

<iPS細胞を用いた骨分化メカニズムの解明> 

<歯周病原細菌による歯周炎発症メカニズムの解明> 



<歯周病原細菌による歯周炎発症メカニズムの解明> 

細菌因子 

宿主因子 環境因子 

咬
合 

歯周炎のリスクファクター 

破
壊 

喫煙 

P. gingivalis 

C. ochracea 

Capnocytophaga ochracea 

Porphyromonas gingivalis 

Complementation of PGN_0319 mutant 

Construction of the recombinant plasmid 

pET32Xa/LIC-Hgp44 

Representative microphotographs of the  

wound closure exposed to nicotine or CSC 

Initial wound Control Nicotine 0.1 μg/mL 

CSC 10 μg/mL CSC 250 μg/mL 

微生物学講座との 

共同研究 

今村助教, 喜田, 太田レジデント, 吉川，山下, 北村大学院生 



<新たな歯周組織再生療法の開発> 

Non-diabetes Diabetes 

HPC 

only 

FGF-2 

+HPC 

Non-diabetes Diabetes 

HPC 

only 

FGF-2 

+HPC 

細菌因子 

宿主因子 環境因子 

咬
合 

歯周炎のリスクファクター 

破
壊 

ティッシュエンジニアリング 

幹細胞 

シグナル
分子 

足場 

糖尿病 

自己組織化
ペプチド 

FGF-2  

 (成長因子) 

Rat Upper Jaw 

M3 

M2 

M1 

Length 

2.6 mm 

Width 

2.0 mm 

Depth 

1.0 mm 

Unfilled RADA16 Matrigel 

4 w 

2 w 

Unfilled RADA16 Matrigel 

4 w 

2 w 

講座独自の研究 

備前島助教, 武内レジデント, 吉田大学院生 



OSX ? 

TWIST1 ? 

osteocyte iPSCs 

RUNX2 ? 

preosteoblast immature 

osteoblast 

RUNX2 ? RUNX2 ? 

Komiri T et al., J Cell Biochem 2006 

<iPS 細胞を用いた骨分化メカニズムの解明> 

Runx2+/-   Runx2+/- 

iPSCs 

Oct3/4 Sox2 

Klf4 c-Myc 

Analysis 
Differentiated  

into 
Osteoblast  

transgenic mice 
promoter Dmp1 Cre 

CAG EGFP 

loxP 

Differentiated  
into Osteocyte  

EGFP expression 

Cre/loxP system 

iPSCs MSCs 

Runx2-/- mice 

ティッシュエンジニアリング 

幹細胞 

シグナル
分子 

足場 

生化学講座との 

共同研究 

鈴木レジデント, 青木，久永，佐藤大学院生 



<東京歯科大学学会> 

学会発表 

<EuroPerio 8 in London> 

<アメリカ歯周病学会 in San Diego> <日本歯周病学会> 



Clin Oral Impl Res 2016 (備前島先生) 

Appl Environ Microbiol 2016 (喜田先生) 

J Clin Periodontol 2016 (武内先生) 

J Clin Periodontol 2015 (備前島先生) 

J Periodontal Res 2015, 2016 (今村先生) 

PLoS ONE 2014 (鈴木先生) 

論文掲載雑誌 

その他… 

Phytotherapy Res 2016 (吉川) 

今村助教 NYU留学中 



認定医取得条件 

日本歯周病学会 

歯周病認定医・専門医を目指します 

1. 3年以上継続して学会会員であること。 

2. 学会が認めた研修施設に3年以上所属し、歯周病学に関する

研修と臨床経験を有すること。 

3. 学会学術大会における認定医・専門医教育講演に2回以上 

受講していること。 

4. 認定医試験に合格した者。 

 日本歯周病学会 認定医制度規則 

歯周病専門医：専門性の広告が可能 

                 （厚労省） 



意欲ある若者をお待ちしています！ 


